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12. 井上 茂亮 他.  講演 64-6 咬合不全は ICU 患者の ADL 低下とせん妄発

症を引き起こす. 第 46回日本集中治療医学会学術集会. 2019年 3月 1日. 京

都. 

13. 小谷 穣治（座長）.  一般公演 52 腹腔 4. 第 55 回日本腹部救急医学会総

会. 2019年 3月 7日. 仙台. 

14. 大野 雄康、前島 裕子、堀田 彰一朗、下村 健寿、井上 茂亮、 小谷 

穣治. Toll like receptor 4 signal 特異的阻害剤、TAK-242 はマウスにおいて敗

血症誘発性骨格筋萎縮を改善する. 最優秀演題 救急・ICU. 日本麻酔科学会

第 66 回学術集会  (The 66th Annual Meeting of the Japanese Society of 

Anesthesiologists). 2019 年 5月 30日. 神戸. 

15. 大野 雄康、前島 裕子、堀田 彰一朗、下村 健寿、井上 茂亮、小谷 穣

治. 敗血症誘発性骨格筋萎縮の薬物治療の探索. 学術委員会: 研究助成事

業・ピッチコンテスト成果発表. 日本麻酔科学会第 66回学術集会 (The 66th 

Annual Meeting of the Japanese Society of Anesthesiologists). 2019 年 5月 31日. 

神戸. 

16. 小谷 穣治（司会）. 大柳治正記念学術振興 アワード受賞講演. JSPEN2019 

第 34回学術集会.2019年 2月 15日, 東京. 

17. 小谷 穣治（司会）. International Invited Session 03. JSPEN2019 第 34回学術

集会.2019年 2月 14日, 東京. 

18. 小谷 穣治. シンポジウム 03「がんと栄養療法の実際 -エビデンス？日常

診療？-」 S-03-1 Nutrition Day Oncology 2016 からみた日本のがん患者の栄

養管理の実際. JSPEN2019 第 34回学術集会. 2019年 2月 14日, 東京. 

19. 小谷 穣治（司会). シンポジウム 13 「集中治療領域における NST ガイド

ライン検証 JSPEN 2019 第 34回学術集会. 2019年 2月 15日, 東京. 

20. 小谷 穣治（座長）. WS3 救急医療における栄養治療のリアリティー.第 22

回日本臨床救急医学会総会・学術集会. 2019年 6月 1日, 和歌山. 

21. 小谷 穣治（座長）. 一般口演 6「腹部外傷①」. 第 33回日本外傷学会総会・

学術集会. 2019 年 6月 6日, 青森. 

22. 小谷 穣治（座長）. シンポジウム 2「病態別静脈栄養法」第 11 回日本静

脈経腸栄養学会近畿支部学術集会 2019 年 6月 29日 大阪. 

23. 小谷 穣治（座長）. 一般演題 1 クリニカルパールズ①  日本外科代謝

栄養学会第 56回学術集会. 2019年 7月 4日. 神戸  

24. 小谷 穣治（座長） . 特別講演 1 栄養から考えるこれからの集中治療
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 日本外科代謝栄養学会第 56回学術集会 2019年 7月 4日. 神戸. 

25. 小谷 穣治（座長）. 会長賞口演 1・2 第 26回外科侵襲とサイトカイン

研究会 日本外科代謝栄養学会第 56回学術集会 2019年 7月 4 日. 神戸. 

26. 小谷 穣治. 会長講演. 第 26 回外科侵襲とサイトカイン研究会 日本外科代

謝栄養学会第 56 回学術集会 2019年 7 月 4日. 神戸. 

27. 大野 雄康、井上 茂亮、齋藤 雅史、藤浪 好寿、小谷 穣治. S2-5 Toll 

like receptor 4 経路は骨格筋新生および骨格筋タンパク質融解の両方を仲介

する. 日本外科代謝栄養学会第 56回学術集会 2019年 7月 5日. 神戸. 

28. 齋藤 雅史、井上 茂亮、山田 勇、安藤 維洋、山下 公大、掛地 吉弘、

福本 巧、小谷 穣治. IL-15は、高齢マウス敗血症の T細胞疲弊とマクロフ

ァージ機能を改善し、長期予後を改善する. 日本外科代謝栄養学会第 56 回

学術集会 2019 年 7月 5日. 神戸 

29. 大野 雄康、各務 竹康、菊地 紘彰、渡部 祐衣、篠原 一彰、井上 茂

亮、小谷 穣治. 一般題目 1［外傷・熱傷］01-3 外傷患者における気管挿管

関連合併症の頻度、関連要因、ならびに予後との関連 第 34回日本救命医療

学会総会・学術集会. 2019年 9月 28日, 大阪. 

30. 井上 茂亮、齋藤 雅史、大山 正平、藤浪 好寿、大野 雄康、小谷 穣

治. 一般演題 5［感染症・敗血症・DIC］05-7 敗血症は高齢マウスの筋力・

認知機能・メンタルヘルスを障害する －マウス PICS モデルの確立をめざ

してー. 第 34回日本救命医療学会総会・学術集会. 2019年 9月 28日, 大阪. 

31. 井上 茂亮、小谷 穣治. 特別企画 1 研究費獲得のコツ SP1-4 科研費申請

のポイントとピットフォール. 第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019

年 10月 2日, 東京  

32. 小谷 穣治（司会）. 教育講演 7 EL7 血管内皮の超微形態とその傷害

 第 47回日本救急医学会総会・学術集会.2019年 10月 2日, 東京.  

33. 井上 茂亮、小谷 穣治. パネルディスカッション 2 関連セッション 1 救

急医療のあり方―人生 100 年時代の救急医療 MRP2-1-1 人生 100 年時代

での救急医療における集中治療後症候群（Post-Intensive Care Syndrome）と長

期予後  第 47 回日本救急医学会総会・学術集会.2019 年 10 月 2 日, 東

京. 

34. 井上 茂亮. 3 学会（日本救急医学会，日本集中治療医学会，日本感染症学

会）ジョイントパネルディスカッション 1 グローバルな感染症・敗血症対

策を知ろう！ CJP1-9 グローバルな敗血症 PICS 対策 第 47 回日本救急医

学会総会・学術集会..2019年 10月 3日, 東京. 

35. 小谷 穣治（座長）. イブニングセミナー2 ICU-AW予防のための早期リハ

ビリテーションと栄養管理. 第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019年



8 

 

10月 3日. 

36. 小谷 穣治（司会）. 口演 28 栄養管理. 第 47回日本救急医学会総会・学術

集会.2019年 10 月 3日, 東京. 

37. 井上 茂亮. 教育講演 20 EL20 これからの救急医療と集中治療後症候群

（PICS）. 第 47 回日本救急医学会総会・学術集会. 2019年 10 月 3日, 東京. 

38. 藤浪 好寿. ワークショップ 6 救急患者に対する痛み・不穏・せん妄のマネ

ジメント（PAD管理） WS6-5 「悪いかみ合わせ」は救急患者のせん妄を増

加させる）. 第 47 回日本救急医学会総会・学術集会. 2019 年 10 月 3 日, 東

京. 

39. 大野 雄康 ，石田 時也 ，佐々木 徹 ，井上 茂亮 ，小谷 穣治 ，篠

原 一彰. 口演 62 多発外傷 O62-1 救命救急センタースタッフの入れ替わ

りは，外傷患者の予後に影響を与えるか？：単施設 後ろ向きコホート研究. 

第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019年 10月 3日, 東京. 

40. 高島 良太 ，井上 茂亮 ，藤浪 好寿 ，安藤 継洋 ，小谷 穣治. 研修

医・学生セッション（ポスター）RP7-4 来院時に診断確定に至らなかった急

性冠症候群の一例. 第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019 年

10月 3日, 東京. 

41. 相内 志津子，藤浪 好寿，森田 知佳，大河原 悠介，栗原 茉希，大野 

雄康， 松本 尚也，安藤 維洋，山田 勇，井上 茂亮，小谷 穣治. 研修

医・学生セッション（ポスター）RP18-3 高 Ca血症クリーゼによる意識障害，

交通外傷の一例. 第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019年10月3日, 

東京. 

42. 石川 倫子 ，井上 岳人 ，小谷 穣治 ，藤原 智弘 ，小濱 圭祐 ，新

田 翔 ， 長谷川 佳奈 ，大家 宗彦 ，平田 淳一. 一般演題（口演）O53-

3 マウス敗血症モデルにおける肺での neutrophil extracellular taps （NETs）形

成とその性差における IL-18の関与について. 第 47回日本救急医学会総会・

学術集会. 2019 年 10月 3日, 東京. 

43. 切田 学 ，中田 一弥 ，大河原 悠介. O71-2 抗血栓薬を服用する中等症

胸部外傷例の在院日数の検討. 第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019

年 10月 4日, 東京.  

44. 森田 知佳，松本 尚也，大河原 悠介，藤浪 好寿，大野 雄康，安藤 維

洋， 栗原 茉希，西村 与志郎，山田 勇，井上 茂亮，小谷 穣治. 一般

演題（ポスター）P25-3 肝細胞癌破裂時の治療方針が定まっていなかった超

高齢者に対して経カテーテル動脈塞栓術を施行した 1 例. 第 47 回日本救急

医学会総会・学術集会. 2019年 10 月 2日, 東京. 

45. 藤浪 好寿 ，一二三 亨 ，岡崎 智哉 ，篠原 奈都代 ，井上 茂亮 , 小
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谷 穣治，切田 学，黒田 泰弘. "パネルディスカッション 4 ICU から生還

後の QOLを向上するには？ PD4-1 「悪いかみ合わせ」は ICU 患者の ADL

を低下させる" 第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019年10月2日, 

東京. 

46. 藤浪 好寿（座長). ポスター16 循環 4  第 47回日本救急医学会総会・学

術集会. 2019 年 10月 2日, 東京. 

47. 大河原 悠介（座長）. 研修医 ポスター4 外傷 1. 第 47 回日本救急医学会

総会・学術集会. 2019年 10月 2日, 東京. 

48. 井上 茂亮，小倉 裕司，中川 聡，栁原 克紀，松嶋 麻子，井上 貴昭， 

志馬 伸朗，中田 孝明，藤島 清太郎，松田 直之，福家 良太，薬師寺 

泰匡， 剱持 雄二，斎藤 浩輝，狩野 謙一，舘 昌美，川村 英樹，松村 

康史， 舘田 一博，西村 匡司，田中 裕. CJP1-9 グローバルな敗血症 PICS

対策.第 47回日本救急医学会総会・学術集会. 2019年 10月 2日, 東京.   

49. 武元 浩新， 福島 亮治， 石井 信二， 遠藤 龍人， 児島 洋， 斎藤 

恵子， 篠 聡子， 中瀬 一， 山口 恵， 小谷 穣治. 要望演題 10 「チ

ームで支えるがん周術期の栄養療法」nutritionDay oncology からみた日本と

世界のがん患者の栄養状態および栄養管理. 第 57 回日本癌治療学会学術集

会. 2019年 10月 24日, 福岡. 

50. 小谷 穣治 . 特別講演②敗血症治療のエビデンスの整理と実践の工夫 .

 第 28回日本口腔感染症学会総会・学術集会. 2019年 10月 13日, 大阪. 

51. 松本 尚也、坂平 英樹、小谷 穣治. 地域救命救急センターを併設した市

中病院における Acute Care Surgeon を目指した外科研修に関する報告. 第 11

回日本 Acute Care Surgery 学会学術集会, 2019 年 10月 25日, 沖縄. 

52. 坂平 英樹. 兵庫県南部の地域医療を支える救急外科の確立を目指してー

消化器一般外科医による Acute care surgery（外傷・救急外科）の実践. 第 81

回日本臨床外科学会総会. 2019年 11月 14日, 高知. 

53. 小谷 穣治. 総会特別企画 13-4 外科医に知ってもらいたい外傷に対する

初期対応. 第 81 回日本臨床外科学会総会. 2019年 11 月 16日, 高知. 

54. 井上 茂亮（座長）. 一般演題 3.第 25回日本エンドトキシン・自然免疫研究

会 2019年 11 月 30日,  埼玉. 

55. 齋藤 雅史、井上 茂亮、大山 正平、藤浪 好寿、大野 雄康、小谷 穣

治. 一般演題（優秀賞選考セッション）2-1 敗血症性脳症マウスモデルの構

築とその評価.第 25 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 2019 年 11 月

30日,  埼玉. 

56. 井上 茂亮、齋藤 雅史、大山 正平、藤浪 好寿、大野 雄康、小谷 穣

治. シンポジウム 1 IL-15は、T細胞の疲弊とMφ の貧食活性を改善し、高
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齢マウス敗血症モデルの長期予後を改善する. 第 25回日本エンドトキシン・

自然免疫研究会. 2019年 11月 30日, 埼玉. 

57. 小谷 穣治（座長）. パネルディスカッション 2（PD2-1～5）緊急手術にお

ける周術期感染対策.第 32 回日本外科感染症学会総会. 2019 年 11 月 29 日, 

岐阜. 

58. 小谷 穣治. 入門 3 critical careにおける栄養治療.第 32回日本外科感染症学

会総会. 2019年 11月 29日, 岐阜. 

59. 坂平 英樹、小山 隆司、小谷 穣治. PD2-1 一地域中核病院における重症

外傷患者への抗菌薬投与の現状. 第 32 回日本外科感染症学会総会. 2019 年

11 月 29日, 岐阜. 


